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年　　　代 1979 1980 1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989
世　　　代 交配 F1 F2 F3 F4 F5 F6 F7 F8 F9 F10 F11 F12 F13
栽　植
系統群数 13 3 1 1
系統数 169 65 15 5 5
個体数 106 106 2,000 8,470 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 ＊60 ＊50 ＊50 ＊50 ＊50
選　抜
系統群数 3 1 1 1
系統数 13 3 1 1 1
個体数 145 169 65 15 5 5 5
配布数
特性検定試験 3 7 8 6
系統適応性検定試験
奨励品種決定調査
備考 北陸交 54085 上 147
年　　　代 1990 1991 1992 1993 1994 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005
世　　　代 F14 F15 F16 F17 F18 F19 F20 F21 F22 F23 F24 F25 F26 F27
栽　植
系統群数 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
系統数 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5
個体数 ＊50 ＊50 ＊50 ＊50 ＊50 ＊50 ＊50 ＊50 ＊50 ＊50 ＊50 ＊50 ＊50 ＊60
選　抜
系統群数 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
系統数 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
個体数 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5
配布数
特性検定試験 5 6 7 7 7 5 1 7 2 4 7 3 2
系統適応性検定試験



























































細太 剛柔 多少 長短
華麗舞 短 中 中 立 やや太 やや剛 稀 極短 黄白 黄白 やや密 難 粳
コシヒカリ 中 中 中 立 中 やや柔 稀 短 黄白 黄白 中 難 粳





































7.30 9.07 40 72 21.5 289 0.0 3.0 





7.31 9.10 42 78 22.5 302 0.6 3.1 
コシヒカリ 8.04 9.15 41 98 19.7 408 4.4 3.0 





























全重 精玄米重 同左比率 屑米重歩合 玄米千粒重 玄米／わら比率





124.5 54.6 86 6.1 20.3 86.3





147.0 64.2 100 3.8 19.9 82.5





品種名 粒長（mm） 粒幅（mm） 粒厚（mm） 粒長×粒幅 粒長／粒幅 粒大 粒形
華麗舞 6.08 2.50 1.86 15.19 2.43 中 細長





2.2以上 ～ 2.1 ～ 2.0 ～ 1.9 ～ 1.8 ～ 1.7 ～ 1.6 1.6以下 以上 以上
華麗舞 0.0 0.1 2.3 25.0 58.3 14.1 0.2 0.0 2.4 85.7 
コシヒカリ 8.1 44.0 35.1 9.0 3.3 0.3 0.0 0.0 87.3 99.6 









































5.1 0.8 0.9 1.0 1.3 4.8 4.8 





5.1 0.4 1.3 1.3 2.5 4.7 4.6 
コシヒカリ 4.6 1.1 1.7 1.1 1.0 5.0 5.1 
注）玄米品質は 1（上上）～ 9（下下）の 9段階，腹白，心白，乳白および背基白の多少は 0（無）～ 9（甚）の 10段階，玄米の光沢







水分（%） 白度 50秒 60秒 70秒 80秒 90秒
華麗舞 14.1 20.9
搗精歩合（%） 91.7 91.6 90.8 89.8 89.1
胚芽残存歩合（%） 6.3 3.7 1.3 1.0 0.0
白度 34.0 34.5 35.7 35.7 35.6
砕米歩合（%） 5.1 5.6 8.1 25.6 37.9
コシヒカリ 13.6 21.5
搗精歩合（%） 91.0 90.9 90.3 89.5 88.6
胚芽残存歩合（%） 2.3 2.3 0.7 0.3 0.0
白度 36.7 37.1 37.9 38.8 39.9
砕米歩合（%） 1.9 1.7 3.4 4.5 6.5





水分（%） 白度 7分 9分 11分
華麗舞 14.1 20.9
搗精歩合（%） 92.1 90.8 89.4
胚芽残存歩合（%） 13.0 4.3 0.7
白度 33.4 36.3 39.1
砕米歩合（%） 2.3 5.8 28.9
コシヒカリ 13.7 21.5
搗精歩合（%） 92.0 90.3 88.4
胚芽残存歩合（%） 42.6 25.3 14.3
白度 35.6 38.7 42.7
砕米歩合（%） 1.4 2.5 3.5
注）1）供試玄米は 2005年生産力検定試験（標肥）産を用い，試料は各 100g供試した．
















































華麗舞（多肥） 0.33 0.21 0.21 0.40 ＊ 0.52 ＊＊ 0.17 1997.11.19 29
（参）コシヒカリ（標肥） 1.10 ＊＊ 1.05 ＊＊ 0.28 0.93 ＊＊ 1.07 ＊＊ 0.10 
1998
華麗舞（多肥） -0.09 0.21 0.00 -0.13 0.16 0.16 1999.1.21 28
（参）コシヒカリ（標肥） 0.89 ＊＊ 0.77 ＊＊ 0.50 ＊＊ 0.88 ＊＊ 0.91 ＊＊ -0.11 
1999
華麗舞（多肥） -0.70 ＊＊ -0.78 ＊＊ -0.43 ＊ -0.62 ＊＊ -0.37 ＊ 0.57 ＊＊ 1999.11.26 30
（参）コシヒカリ（標肥） 0.68 ＊＊ 0.72 ＊＊ 0.20 0.68 ＊＊ 0.58 ＊＊ 0.10 
（参）日本晴（多肥） 0.48 ＊ 0.45 ＊＊ 0.08 0.47 ＊ 0.15 0.28 
2000
華麗舞（多肥） -0.50 ＊ -0.53 ＊＊ -0.38 ＊＊ -0.44 ＊ -0.34 -0.06 2000.12.25 32
コシヒカリ（多肥） 0.88 ＊＊ 0.50 ＊＊ 0.22 0.69 ＊＊ 0.78 ＊＊ -0.22 
2001
華麗舞（多肥） -0.26 -0.03 -0.04 -0.22 -0.22 0.30 2001.11.28 23
コシヒカリ（多肥） 1.09 ＊＊ 0.78 ＊＊ 0.48 ＊＊ 1.00 ＊＊ 1.22 ＊＊ -0.91 ＊＊
（参）日本晴（多肥） 0.35 0.45 ＊＊ 0.17 0.30 0.22 0.04 
2002
華麗舞（多肥） -0.21 0.14 -0.07 -0.21 -0.07 0.38 2002.11.19 28
コシヒカリ（多肥） 0.93 ＊＊ 0.79 ＊＊ 0.38 ＊＊ 0.75 ＊＊ 0.86 ＊＊ -0.21 
（参）日本晴（多肥） 0.55 ＊＊ 0.34 ＊ -0.07 0.24 0.52 ＊＊ -0.34 ＊
2003
華麗舞（標肥） 0.00 -0.13 -0.13 -0.10 0.10 0.23 2003.11.27 30


























































（L3, mm） （A3, 105erg） （-H1/H1） （A3/A1） （mm）
華麗舞 84.32 19.28 1.11 1.02 0.23 0.59 2.10


















（L6, mm） （A6, 106erg） （-H2/H2） （A6/A4）
華麗舞 2.24 0.51 2.39 2.29 0.23 0.22
コシヒカリ 2.24 0.53 2.68 2.80 0.25 0.26


























































































































































































































































華麗舞 R S R S Pia, b
新２号 S S S S +
愛知旭 R S S S Pia
石狩白毛 R R S S Pii
関東 51号 R M R M Pik
ツユアケ R R R R Pik-m
フクニシキ M R R R Piz
ヤシロモチ M R R R Pita
Pi No.4 R R R R Pita-2
とりで 1号 R R R R Piz-t
BL1 S S R S Pib
K59 M R R R Pit



































華麗舞 Pia, Pib 0.2 － 0.1 － 1.1 － 0.4 － 0 － 0.5 － －
コシヒカリ + 4.7 弱 6.7 弱 5.1 弱 8.1 弱 5.4 弱 6.6 弱 弱
日本晴 + 4.1 中 5.7 中 4.8 やや弱 7.2 中 5.1 中 4.8 中 中
トドロキワセ Pii 3.3 やや強 7.2 中 2.6 やや強 やや強
キヌヒカリ Pii 4.4 やや弱 やや弱
トヨニシキ Pia 5.1 強 強
アキヒカリ Pia 5.6 やや強 1.9 やや強 5.7 やや強 4.1 やや強 3.4 やや強 やや強
ふくひびき Pia, Pib 0.3 － －















華麗舞 Pia, Pib 1.2 やや強
日本晴 + 2.7 中
黄金錦 Pia, Pii 0 強












華麗舞 Pia, Pib 3.63 中
ふくひびき Pia, Pib 3.57 やや強





















育成地 茨城生工研 愛知山間 山口徳佐
総合
判定


























華麗舞 Pia, Pib 8/15 0.2 － 8/26 0.6 － 8/13 0.2 － 8/17 2 － 9/1 2.7 － －
コシヒカリ + 8/15 3.7 やや弱 8/22 7.1 弱 8/20 8.1 弱 8/15 90 弱 8/24 7.9 弱 弱
日本晴 + 8/30 3.8 中 8/28 6.7 やや弱 8/26 54 やや弱 8/28 5.8 中 中
トドロキワセ Pii 8/26 5.5 やや強 やや強









穂首発病率（%） 穂軸発病率（%） 枝梗発病率１（%） 枝梗発病率２（%） 被害度 判定
華麗舞 Pia, Pib 0.0 0.0 0.0 5.6 1.5 やや強
日本晴 + 3.3 1.1 0.0 3.3 4.0 中
ヤマビコ Pia 0.0 0.0 0.0 3.2 0.8 やや強
注）1）出穂直前の止葉葉節部に粉末パルプ法で接種した．
　　2）菌株は Pibを侵害する愛 79-142（レース 037.3）を用いた．
　　3）枝梗発病率 1は全枝梗の 1/3以上が発病している穂の割合，
　　　 枝梗発病率 2は全枝梗の 1/3以下が発病している穂の割合を示す．







発病程度 判定 発病程度 判定 発病程度 判定
華麗舞 9.9 極弱 8.5 弱 9.9 弱
ヤマビコ － － 6.5 やや弱 － －
コシヒカリ 9.3 弱 3.0 中 5.5 やや弱
日本晴 5.9 中 2.0 やや強 4.6 中
あそみのり － － 1.0 強 2.4 強










































1997年 2002年 1998, 1999, 2002年
出穂時罹
病株率（%）
判定 罹病株率（%） 判定 発病株率（%） 判定
華麗舞 0.0 抵抗性 0.0 抵抗性 0.0 抵抗性
コシヒカリ 2.2 罹病性 76.9 罹病性



















華麗舞 7/22 39 30 25 9 強
コシヒカリ 7/18 40 33 27 12 やや強
WSS3 8/3 12 0 3 0 強
日本晴 7/30 48 45 70 34 やや弱
注）1）評価方法は，羽柴式被害度の調査法に準じて行った．
　　　 病斑高率＝（最上位病斑高／発病株の草丈）× 100
































華麗舞 8.15 97.7 極弱 8.27 100.0 極弱 8.21 9.8 8.24 100.0 弱
コシヒカリ 8.15 27.4 極強 9.01 5.1 8.29 59.9 極強
キヌヒカリ 8.17 66.2 中
どんとこい 8.20 89.3 弱
アキヒカリ 8.17 91.9 弱 8.13 9.2 8.11 98.7 やや弱
ホウネンワセ 8.22 79.1 やや弱





福島冷害 愛知山間 福井 福井大野

















華麗舞 8.20 97.1 中以下 8.21 9.6 弱 8.08 14.1 弱 97.7 弱
コシヒカリ 8.24 25.7 極強 8.18 1.4 強 8.08 5.3 強 56.2 強
キヌヒカリ
どんとこい
アキヒカリ 8.08 4.8 やや弱 7.28 8.2 やや弱 96.4 やや弱
ホウネンワセ
トドロキワセ 8.14 0.8 強
農林 21号 8.24 79.6 中以下
大空 8.26 61.1 やや強
日本晴 8.29 3.5 中 8.13 10.8 弱 89.6 やや弱
注）1）育成地では極早生の幼穂分化期から晩生の出穂期まで水温 19℃前後の冷水を掛け流した．水深は約 20cmとした．










華麗舞 中 65.6 やや強 やや強
アキヒカリ 強 68.3 強 強
ハバタキ 極弱 37.1 弱 極弱






































華麗舞 18 26 32 やや強 0 0 4 弱
どんとこい 0 0 10 やや弱 0 8 50 弱
藤坂 5号 0 2 8 やや弱
愛知旭 16 28 78 強
Arroz da Terra 100 100 100 強
Italica Livorno 96 96 96 強
緑育 PLI 83 96 100 やや強














　　観察により 2（極難）～ 8（極易）の 7段階に分級した．
表 28　「華麗舞」の転び型倒伏抵抗性（宮崎県総合農業試験場，2002 年）
品種名 苗立率（%） 出穂日（月 , 日） 押し倒し抵抗値（g/本） 倒伏指数 判定
華麗舞 50.0 8.14 0.16 7.05 強
どんとこい 54.9 8.05 0.22 7.40 強
ひとめぼれ 50.9 8.08 0.15 10.42 強
ほほえみ 37.2 8.09 0.03 33.27 中

















































玄米品質 品質劣化 判定 圃場 ガラス室 背白＋基白
判定
圃場 ガラス室 程度 玄米品質 背白 基白 玄米品質 背白 基白 圃場 ガラス室
華麗舞 4.0 4.0 0.0 強 4.5 0.0 2.0 4.5 2.5 1.0 2.0 3.5 強
コシヒカリ 4.0 5.5 1.5 強 4.3 1.9 1.2 7.2 4.7 1.0 3.1 5.7 やや強
日本晴 4.5 6.0 1.5 中 3.6 1.5 0.3 8.3 7.5 2.5 1.8 10.0 中
越路早生 － － － － 4.0 0.0 1.0 6.5 2.5 2.0 1.0 4.5 強
初星 － － － － 6.1 5.0 3.5 － － － 8.5 － 弱












































































































































































In the breeding program aiming at developing rice varieties with a new useful grain characteristic, we bred 
a new rice variety,“Kareimai”, at Hokuriku Research Center of National Agricultural Research Center. This 
variety is a non-glutinous rice variety suitable for curry and rice.“Kareimai”was bred from the progeny of a 
cross between Milyang 23 and Akihikari in 1979. From the F8 progenies, we selected one promising line and 
named Hokuriku 149, and submitted the line to various locations for evaluating local adaptability. Hokuriku 149 
was officially registered as Paddy Rice Norin 415 in MAFF and in 2006 it was named as “Kareimai”.
Agronomic characters of “Kareimai” evaluated are as follows. The heading date and ripening date is slightly 
earlier than“Koshihikari”. Comparing with“Koshihikari”, the culm length is about 20cm shorter, the panicle 
length is about 3cm longer and the panicle number is less. The plant type of this variety is classified into panicle 
weight type. The grain shape is slender. 
The surface of cooked rice of“Kareimai”is harder than“Koshihikari”, but that of overall hardness is same 
as“Koshihikari”. Therefore,“Kareimai”is suitable for curry and rice.
“Kareimai”is estimated to possess true blast resistant genes,“Pia”and“Pib”. The field resistance for leaf 
blast and panicle blast are not known. Tolerance to sprouting is weakish and cool weather tolerance is very weak.
“Kareimai”can be grown in a region from Middle-Tohoku area to Kyushu area of Japan for new uses of rice. 
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